
山城教育局では、生涯学習の振興 、家庭の教育力の向上 、地域社会の教育力の向上 、人権教育の推進 を

社会教育を推進するための とし、様々な事業を実施してきました。今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

観点から、中止や形を変えての実施となった事業もありますが、今年度の“足跡” として、各事業を紹介します。

今後も学校・家庭・地域社会の連携・協働を図り、社会総がかりで子ども達をはぐ(ＨＵＧ)くんでいくための事業を展開していきます。

作成：京都府山城教育局 社会教育担当 URL http://www.kyoto-be.ne.jp/yamasiro-k/cms/ 山城教育局ホームページにもアップしております。必要に応じてお使いください。

学校・家庭・地域社会との連携の推進
や保護者に対する学習活動の支援やサ
ポート体制の充実

生涯学習社会の実現に向け、地域の特
性を活かした多様な学習機会の提供や
指導者の養成を図る取組の推進

人権問題についての正しい理解と認識
を深め、実践につながる自発的な学習
活動の促進

地域社会における大人の学習力や教育
力の向上や地域の課題解決への支援、
さらには地域の絆を強める取組の推進

※例年「やましろ未来
っ子みんなでＨＵＧフ
ォーラム」と兼ねて実
施のため、「中止」

※新型コロナウ
イルス感染拡大
防止の観点から、
「中止」

※新型コロナウ
イルス感染拡大
防止の観点から、
「中止」

第１回 第３回第２回

【11月24日(火)：京都府田辺総合庁舎講堂】
※事務局を山城教育局が務め、参加対象を役員に限定して実施(約20名)

☆講演(ＮＰＯ法人ベースボールスピリッツ理事長 奥村 幸治 様)
演題「個々の能力の引き出し方

～イチロー・田中将大との出会いを通じて～」
↓

【１月12日(火)～31日(日)の期間のみ】
山城管内小・中学校ＰＴＡを対象に動画配信

(視聴回数 約500回)

ＰＴＡ(育友会)が主体となり、就学前の子
どもを持つ保護者と先輩保護者の交流活動に
より、家庭の教育力の向上を目指す取組
(例年、管内ほと
んどの小学
校で実施)

「地域学校協働活動」とは、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で
子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づく
り」を目指して、地域と学校が相互にパートナー
として連携・協働して行う様々な活動。その推進
のための｢地域学校協働本部｣の整備を進めていく。
放課後等に小学校や公民館等を安心・安全な居

場所として活用する教室を開催する「京のまなび
教室」、中学生を対象にした地域住民の協力によ
る学習支援「地域未来塾」の他、部活動の指導、
環境整備、登下校の安全指導等が行われている。

【10月13日(火)：
精華町むくのきセンター】

☆講演・体験活動(京都ボッチャ
協会会長 平木 新助 様)
演題「ボッチャを

体験してみよう」
(約70名)

社会教育に係る専門的
知識の向上や今日的課題
の解決に向けて、社会教
育委員が実践活動や研究
成果の交流・協議を実施

各市町(広域連合)における
社会教育の活性化と一層の推
進を図る。社会教育担当職員
が、情報交換、
調査研究等を
実施

公民館等の充実発展のため、公民館活動の諸
問題について公民館職員及び社会教育関係職
員が、研修、情報交換、調査研究等を実施

※新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から「中止」

↓後日

今年度の研修テーマであった
「視覚障害者と読書」

に関する資料及び点字資料を作成し、

関係者に送付

一人一人の尊厳と人権が真に尊重される社会
の実現を目指し、人権尊重の理念や、同和問
題をはじめ様々な人権問題の解消など、人権
に関する課題解決に向けた方策について、関
係機関との連携を図りながら研究協議及び情
報交換を行い、社会教育における人権に関す
る学習活動を促進することを目的とし、年３
回、研修会を実施

【７月21日(火)：田辺総合庁舎】
☆ＤＶＤ視聴
タイトル「ハンセン病

今を生きる」

第１回

【10月９日(金)：田辺総合庁舎】
☆講演(講師 京都医療少年院

法務教官 青木 英明 様)
演題「京都医療少年院について」

第２回

※新型コロナウ
イルス感染拡大
防止の観点から、
「中止」

第３回

※新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から「中止」

例年行っていた「視察・
フィールドワーク」から変更

今年度新た
に実施


